H21.８.１
表サイズ調整マクロ（e-neh９）の概要
（マクロの概要）

Excel表Word変換マクロ（e-neh８）を利用する上で、Microsoft Excel®（以下、単に「Excel」という。）の表（以下「Excel表」という。」）を単表ならば１ページに表全体が入り切るように設計すること、そして、縦長の表ならばその幅をページからはみ出さないように設計することが望ましいが、その調整は一定の試行錯誤を要する見通しの付けにくい作業である。そこで、Excel表に対する当該調整作業をできるだけ容易にすることが本マクロの目的である。
本マクロは、白紙からのExcel表の作成作業に用いることもできるし、本マクロによって既存のExcelファイルを読み込み、当該Excel表のサイズを事後的に調整することもできる。

（基本的な操作方法）
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本マクロは、Excelのテンプレート（「表サイズ調整マクロ（e-neh1９）.xlt」）として提供されるので、当該テンプレートのアイコンをダブルクリックしてExcelを立ち上げる。そうすると、既存ファイルを調整するかどうかを問い合わせるメッセージ（右図参照）が表示される。これに対して、［はい］ボタンをクリックすると、調整対象となる既存のExcelファイルを指定するための「ファイルを開く」ダイアログ・ボックスが表示されるので、当該ダイアログ・ボックスによってExcelファイルを選択して開くと、当該Excelファイルが読み込まれて表示される。一方、［いいえ］ボタンをクリックすると、調整対象となる「Book1」等の新規のワークブックが自動的に作成され表示される（以下、上記の既存ファイルと共にこれらの調整対象となるExcelファイルを「調整対象ファイル」という。）。
2 上記①によって調整対象ファイルが表示されると、それに引き続き、本マクロを操作するためのユーザー・フォーム（以下「操作用フォーム」という。次ページの図参照。）が表示されるので、以下の手順で操作用フォームの各ボタン等を操作することにより、適宜調整作業を行う。

3 まず、調整対象ファイルの画面において調整対象となる領域をマウスでドラッグしてハーフトーン表示されるようにする（以下、当該領域を「指定領域」という。）。

4 指定領域をe-neh８において［貼付け］ボタンによりWord文書へ貼り付ける場合には、赤茶色の［貼付け用］ボタンをクリックする。また、指定領域を同様に［縦貼付け］ボタンにより回転させて貼り付ける場合には、紺色の［縦貼付け用］ボタンをクリックする。すると、画面上で調整作業が始まり、しばらくすると調整作業が完了する。その際、既定値としては、指定領域が１ページに収まるように縦横比を変えずにサイズ調整が行われる（下記⑦参照。）。
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上記④の調整の際に想定される用紙サイズの既定値は、「A4縦」であり、［印刷幅］テキストボックスには、具体的な最大印刷領域が表示されている。この値（165㎜）は、左余白（とじしろを含む。）を25㎜、右余白を20㎜とした場合の値である。当該テキストボックスの値を変更することにより、新たに想定したい用紙サイズ、印刷方向、左右余白に対応した値に随時変更することができる。

6 ［印刷高］テキストボックスには、上記⑤と同様に「A4縦」を想定した場合の最大印刷領域の高さが表示されている。この値（257㎜）は、上余白を20㎜、下余白を20㎜とした場合の値である。当該テキストボックスの値を変更することにより、新たに想定したい用紙サイズ、印刷方向、上下余白に対応した値に随時変更することができる。

7 ［横幅のみ調整］チェックボックスをクリックすると、チェックが表示され、再度クリックするとチェックが外されるが、当該チェックボックスにチェックが表示されていると、指定領域の横幅のみがページに収まるように調整され、縦方向の調整は行われない。これは、複数ページにわたるような縦長の表の調整を行うためのオプションである。
8 ［戻す］ボタンは、試行錯誤をしやすくするために、指定領域を当初の状態に戻すものである。当該ボタンをクリックすると、確認メッセージが表示されるので、適宜応答する。なお、その時点における調整対象ファイルの内容は破棄されてしまうので、複数のシートについて調整を行う場合には、各シートの調整作業が終わるごとに一たん下記⑨により終了しておく方が無難である。

9 ［×］ボタン（閉じるボタン）をクリックすると、調整結果が調整対象ファイルの名称に「（調整後）」という文字を付加した名称で保存される。例えば、調整対象ファイルのファイル名が「テスト.xls」の場合には、「テスト（調整後）.xls」が作成される。そして、当該ファイルの作成が終わると本マクロは、自動的に終了する。なお、調整対象ファイルが新規ワークブックである場合には、保存の確認メッセージが表示され、それに対して［はい］をクリックすると、更に「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスが表示されるので、適宜名称を指定して保存操作を行う。

（変換サンプルの説明）

· 罫線テスト（調整後）.xls
「罫線テスト.xls」を［貼付け用］ボタンにより調整した結果である。
· 配置テスト１（調整後）.xls
「配置テスト１.xls」をA4横に印刷するため「縦貼付け用」ボタンにより調整した結果である。
· 配置テスト２（調整後）.xls
「配置テスト２.xls」を［横幅のみ調整］チェックボックスにチェックして［縦貼付け用］ボタンにより調整した結果である。
（カスタマイズ方法）

· 各種既定値の変更
　印刷幅などの既定値を変更するためには、ソースリスト43～45行目で次のように設定している値を適宜変更する：
　MaxPageWidth = 165
　MaxPageHeight = 257
　AdjustWidthOnly = False　（注）「横幅のみ調整」を既定にしたい場合には「True」

· 微調整方法
　自動的な調整作業に用いている拡大ないし縮小率は、用紙やセルの幅や高さのポイント数（１ポイント＝１／72インチ）を基礎として算定していることから、当該率は、本来正確に求められるはずであるが、本マクロの使用環境によっては、伸び・縮みが生じるようである。実際、本マクロの開発環境でもやや縮みがち（165㎜×257㎜の最大値に対して152㎜×235㎜の調整結果）に調整されることから、当該率に対して一定の補正率を掛けて補正しているが、ソースリスト51～52行目で設定している当該補正率を適宜調整することによって拡大ないし縮小の程度を微調整することができる：
　HCalibration = 1.05
（注）水平方向の補正率
　VCalibration = 1.05
（注）垂直方向の補正率

（あとがき）

　本マクロの活用により、e-neh８の利用が促進されることを期待したい。
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